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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】髪自体のまとまり性・指通り性を改善できる洗い流さない毛髪化粧料の提供。
【解決手段】(A)式(1)又は(2)

〔Ｒ1はアルキル基又はアルケニル基、Ｒ2及びＲ3はアルキル基又は基－(ＡＯ)mＨ（Ａは
アルキレン基、ｍは１～６）、Ｒ4は脂肪族炭化水素基、Ｒ5は同一のアルキル基、ｎは２
～４〕(B)モノ長鎖アルキル型第４級アンモニウム塩(C)有機ジカルボン酸又は塩(D)α-ヒ
ドロキシモノカルボン酸又は塩(E)高級アルコール。
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　次の成分(A)、(B)、(C)、(D)及び(E)を含有し、成分(B)の濃度が0.05～0.3質量％であ
り、かつ成分(C)と成分(B)のモル比(C)／(B)が2.8以上である洗い流さないタイプの毛髪
化粧料。
　(A) 一般式(1)で表されるエーテルアミン、一般式(2)で表されるアミドアミン又はそれ
らの塩
【化１】

〔式(1)中、Ｒ1は、炭素数６～24の直鎖又は分岐鎖のアルキル基又はアルケニル基を示し
、Ｒ2及びＲ3は、同一又は異なる炭素数１～６のアルキル基又は基－(ＡＯ)mＨ（Ａは炭
素数２～４のアルキレン基、ｍは１～６の数を示し、ｍ個のＡは同一でも異なってもよく
、その配列は任意である）を示す。
　式(2)中、Ｒ4は炭素数17の脂肪族炭化水素基を示し、２個のＲ5は同一の炭素数１～４
のアルキル基を示し、ｎは２～４の数を示す。〕
　(B) 一般式(3)で表される第４級アンモニウム塩
【化２】

〔式中、Ｒ6は炭素数20～24の脂肪族炭化水素基を示し、Ｘ-は陰イオンを示す。〕
　(C) アミノ基を有さず、ヒドロキシ基を有していてもよい炭素数８以下の有機ジカルボ
ン酸又はその塩
　(D) α-ヒドロキシモノカルボン酸又はそれらの塩
　(E) 高級アルコール
【請求項２】
　成分(D)と成分(A)のモル比(D)／(A)が１以上である請求項１に記載の毛髪化粧料。
【請求項３】
　更に、(F)ベンジルアルコール又はベンジルオキシエタノールを含有する請求項１又は
２に記載の毛髪化粧料。
【請求項４】
　更に、(G)一般式(4)で表される分岐脂肪酸又はその塩を含有する請求項１～３に記載の
毛髪化粧料。
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【化３】

〔式中、Ｒ7はメチル基又はエチル基を示し、ｐは３～36の整数を示す。〕
【請求項５】
　水で20質量倍に希釈したときの25℃におけるpHが3.0～5.0である請求項１～４のいずれ
かに記載の毛髪化粧料。
【請求項６】
　請求項１～５のいずれかに記載の毛髪化粧料を毛髪に適用し、洗い流さずに放置する毛
髪改質方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、洗い流さないタイプの毛髪化粧料に関する。
【背景技術】
【０００２】
　シャンプー後の毛髪の感触を向上させるためにリンス、コンディショナー、トリートメ
ント等の毛髪化粧料が使用されている。これらの毛髪化粧料には毛髪の感触を良好にする
ために、主成分として第４級アンモニウム塩が配合されており、更に効果感を上げるため
にセタノール等の高級アルコールや油剤等を配合し、ゲル状に乳化させた剤形が主に使用
されている。しかしながら、これらは毛髪に十分な滑らか感としっとり感を付与するとは
いえない。
【０００３】
　これに対し、特定のアミドアミン化合物又はその塩や、分子内にエーテル基を有する第
３級アミン又はその塩を含有する毛髪化粧料が提案されている（特許文献１，２参照）。
これらの毛髪化粧料は、洗髪後の湿潤した毛髪に塗布することによりすすぎ時、乾燥後ま
で良好な柔軟性及び滑り性を付与できるが、いずれも、主として浴室内で使用される、塗
布後洗い流すタイプ（インバスタイプ）の毛髪化粧料を対象とするものであり、洗い流さ
ないタイプ（アウトバスタイプ）の毛髪化粧料とした場合には、タオルドライ後の髪や乾
いた髪に対するなじみ・指通りや、繰り返し使用することによるまとまり性、指通り性の
改善の点で不十分であった。
【０００４】
【特許文献１】特開2004-002261号公報
【特許文献２】特開2006-290796号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　従って本発明は、濡れた髪・乾いた髪どちらに対しても、滑らかでなじみ・指通りが良
く、かつ繰り返し使用することにより、髪自体のまとまり性、指通り性の両方を改善する
ことのできる洗い流さないタイプの毛髪化粧料を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明者らは、特定の３級アミン、モノアルキル型第４級アンモニウム塩、特定の２種
の有機酸の組み合わせ、高級アルコールを含有させた毛髪化粧料が、上記要求を満たすも
のであることを見出した。
【０００７】
　本発明は、次の成分(A)、(B)、(C)、(D)及び(E)を含有し、成分(B)の濃度が0.05～0.3



(4) JP 2009-126850 A 2009.6.11

10

20

30

40

50

質量％であり、かつ成分(C)と成分(B)のモル濃度の比(C)／(B)が2.8以上である洗い流さ
ないタイプの毛髪化粧料を提供するものである。
　(A) 一般式(1)で表されるエーテルアミン、一般式(2)で表されるアミドアミン又はそれ
らの塩
【０００８】
【化１】

【０００９】
〔式(1)中、Ｒ1は、炭素数６～24の直鎖又は分岐鎖のアルキル基又はアルケニル基を示し
、Ｒ2及びＲ3は、同一又は異なる炭素数１～６のアルキル基又は基－(ＡＯ)mＨ（Ａは炭
素数２～４のアルキレン基、ｍは１～６の数を示し、ｍ個のＡは同一でも異なってもよく
、その配列は任意である）を示す。
　式(2)中、Ｒ4は炭素数17の脂肪族炭化水素基を示し、２個のＲ5は同一の炭素数１～４
のアルキル基を示し、ｎは２～４の数を示す。〕
　(B) 一般式(3)で表される第４級アンモニウム塩
【００１０】
【化２】

【００１１】
〔式中、Ｒ6は炭素数20～24の脂肪族炭化水素基を示し、Ｘ-は陰イオンを示す。〕
　(C) アミノ基を有さず、ヒドロキシ基を有していてもよい炭素数８以下の有機ジカルボ
ン酸又はその塩
　(D) α-ヒドロキシモノカルボン酸又はそれらの塩
　(E) 高級アルコール
【００１２】
　更に本発明は、上記の毛髪化粧料を毛髪に適用し、洗い流さずに放置する毛髪改質方法
を提供するものである。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明の洗い流さないタイプの毛髪化粧料は、濡れた髪・乾いた髪どちらに対しても滑
らかでなじみ・指通りが良く、かつ繰り返し使用することにより、髪自体のまとまり性、
指通り性の両方を改善することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
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【００１４】
　成分(A)のうち、一般式(1)で表されるエーテルアミンにおいて、Ｒ1は炭素数６～24の
直鎖又は分岐鎖のアルキル基又はアルケニル基であり、湿潤時から乾燥後まで良好な柔軟
性及び滑り性を付与でき、特に乾燥後の滑り性に優れる点から、炭素数12～24、特に炭素
数14～22の直鎖又は分岐鎖のアルキル基又はアルケニル基が好ましく、特にアルキル基で
あることが好ましい。
【００１５】
　Ｒ2及びＲ3は、それぞれ独立に、炭素数１～６のアルキル基、又は基－(ＡＯ)mＨ（Ａ
及びｍは前記の意味を示す）であり、湿潤時から乾燥後まで良好な柔軟性及び滑り性を付
与でき、乾燥後の滑り性に優れるという観点から、炭素数１～６のアルキル基及び－(Ｃ
Ｈ2ＣＨ2Ｏ)mＨ（ｍは１～３、特に１が好ましい）が好ましく、更にはＲ2及びＲ3の少な
くとも一方が、炭素数１～６のアルキル基、中でもメチル基又はエチル基であるのが好ま
しく、特に双方が同じであることが好ましい。
【００１６】
　エーテルアミンの好ましい具体例としては、N,N-ジメチル-3-ヘキサデシルオキシプロ
ピルアミン、N,N-ジメチル-3-オクタデシルオキシプロピルアミンが挙げられる。
【００１７】
　成分(A)のうち、一般式(2)で表されるアミドアミンにおいて、一般式(2)中のＲ4ＣＯで
示される脂肪酸残基（アシル基）としては、例えばステアロイル基、オレオイル基等が挙
げられる。Ｒ5としては、メチル基、エチル基、プロピル基、特にメチル基が好ましく、
ｎとしては、２及び３が好ましい。
【００１８】
　アミドアミン(2)の具体例としては、ステアリン酸ジメチルアミノエチルアミド、ステ
アリン酸ジメチルアミノプロピルアミド、ステアリン酸ジエチルアミノエチルアミド、ス
テアリン酸ジエチルアミノプロピルアミド、ステアリン酸ジプロピルアミノエチルアミド
、ステアリン酸ジプロピルアミノプロピルアミド等が挙げられる。なかでも、性能、安定
性、入手容易性等の面で、ステアリン酸ジエチルアミノエチルアミド、ステアリン酸ジメ
チルアミノプロピルアミド等が好ましい
【００１９】
　また、本発明に用いられるエーテルアミン又はアミドアミンは、その全部又は一部が、
無機酸又は有機酸により中和されていることが好ましい。
【００２０】
　無機酸としては塩酸、硫酸、リン酸等が挙げられる。有機酸としては、成分(C)である
アミノ基を有さずヒドロキシ基を有していてもよい炭素数８以下の有機ジカルボン酸、成
分(D)であるα-ヒドロキシモノカルボン酸、後述する成分(G)の分岐脂肪酸を用いること
ができる。また、予めエーテルアミン又はアミドアミンと成分(C)、(D)又は(G)とを混合
、中和し、酸付加塩として用いてもよい。
【００２１】
　上記無機酸及び／又は有機酸の配合量は、エーテルアミン又はアミドアミンに対し、0.
1～10倍モル、更に0.3～４倍モルが、効果的にアミン臭を低減でき、また柔軟性や滑り性
のようなコンディショニング効果を高める観点から好ましい。
【００２２】
　成分(A)のエーテルアミン、アミドアミン又はその塩は、２種以上を併用してもよく、
またその含有量は、使用時に良好な柔軟性及び滑り性を付与する点から、エーテルアミン
又はアミドアミンとして0.05～10質量％が好ましく、更には0.1～8質量％、特に0.15～5
質量％が好ましい。
【００２３】
　成分(B)の一般式(3)で表される第４級アンモニウム塩において、一般式(3)中のＲ6は炭
素数20～24であるが、特に炭素数22であるのが好ましく、また直鎖又は分岐鎖のアルキル
基又はアルケニル基、特に直鎖アルキル基が好ましい。陰イオンＸ-としては、塩化物イ
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オン、臭化物イオン等のハロゲン化物イオン；メトサルフェートイオン、エトサルフェー
トイオン、メトフォスフェートイオン、エトフォスフェートイオン、メトカーボナートイ
オン等の有機陰イオン等が挙げられ、ハロゲン化物イオンが好ましく、特に塩化物イオン
が好ましい。具体的には、塩化アラキルトリメチルアンモニウム、塩化ベヘニルトリメチ
ルアンモニウム等が挙げられ、特に塗布時から乾燥後のまとまり性および高温保存時の安
定性　の点から塩化ベヘニルトリメチルアンモニウムが好ましい。
【００２４】
　成分(B)の第４級アンモニウム塩は、２種以上を併用してもよく、またその含有量は、
毛髪塗布時ののび・なじみ、指どおりの良さ、仕上がり後のすべり・指どおりの良さの点
から、0.05～0.3質量％とされるが、0.08～0.27質量％、特に0.1～0.25質量％が好ましい
。
【００２５】
　成分(C)のアミノ基を有さずヒドロキシ基を有していてもよい炭素数８以下の有機ジカ
ルボン酸としては、マロン酸、コハク酸、グルタル酸、アジピン酸、マレイン酸、フマル
酸、フタル酸、シュウ酸、リンゴ酸、酒石酸等が挙げられる。これらのうち、ヒドロキシ
ジカルボン酸であるリンゴ酸、酒石酸のほか、マロン酸、コハク酸が好ましいものとして
挙げられ、特にリンゴ酸が好ましい。これら有機ジカルボン酸の塩としては、アルカリ金
属、アルカリ土類金属、アンモニア、有機アミン化合物との塩が挙げられる。
【００２６】
　これら成分(C)は２種以上を併用してもよく、その含有量は、毛髪の内部改質効果、セ
ット持ち向上効果、まとまり改善効果の点から、本発明の毛髪化粧料中の0.01～30質量％
が好ましく、更には0.1～20質量％、特に0.2～10質量％が好ましい。
【００２７】
　また、成分(C)と成分(B)のモル比(C)／(B)は、毛髪のまとまり性向上効果と塗布時から
仕上がりまでの指どおりの良さの点から、2.8以上とされ、3.0～20、特に3.5～15が好ま
しい。
【００２８】
　成分(D)のα-ヒドロキシモノカルボン酸としては、グリコール酸、乳酸、α-オキシ酪
酸、グリセリン酸等が挙げられ、特に乳酸が好ましい。
【００２９】
　これらα-ヒドロキシモノカルボン酸は２種以上を併用してもよく、その含有量は、毛
髪のツヤ向上、毛髪の柔軟性、まとまり性の向上、パサつき防止の点から、本発明の毛髪
化粧料中の0.01～30質量％が好ましく、更には0.1～20質量％、特に0.2～10質量％が好ま
しい。
【００３０】
　また、成分(D)と成分(A)のモル比(D)／(A)は、塗布時の伸びなじみ、指通りの点から、
１以上が好ましく、更には1.2～15、特に1.5～10が好ましい。
【００３１】
　成分(E)の高級アルコールとしては、直鎖及び分岐鎖、また飽和及び不飽和のいずれの
脂肪族アルコールでもよく、炭素数は10～22であるものが好ましく、更には炭素数14～20
、更には16～18であるものが好ましい。具体的にはラウリルアルコール、ミリスチルアル
コール、セチルアルコール、ステアリルアルコール、アラキルアルコール、ヘキシルデカ
ノール、イソステアリルアルコール、オレイルアルコール、2-オクチルドデカノール等が
挙げられる。これらのうち、ステアリルアルコール、セチルアルコールが好ましい。これ
らは、単独で、又は２種以上を組み合わせて使用することができる。
【００３２】
　成分(E)は２種以上を併用することもでき、またその含有量は、剤の使用感向上と、乳
化の保存安定性向上の観点から、本発明の毛髪化粧料の0.5～10質量％とし、好ましくは1
～８質量％、更に好ましくは1.5～７質量％である。
【００３３】
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　更に、本発明の毛髪化粧料には、塗布時の髪の柔らかさを向上させるため、更に成分(F
)として、ベンジルアルコール又はベンジルオキシエタノールを含有させることができる
。ベンジルアルコールとベンジルオキシエタノールは、一方のみを用いても両方を併用し
てもよい。ベンジルアルコール又はベンジルオキシエタノールの含有量は、本発明の毛髪
化粧料の0.05～15質量％、特に0.1～10質量％が好ましい。
【００３４】
　更に、本発明の毛髪化粧料には、毛髪のなめらかさの向上のため、成分(G)として、一
般式(4)で表される分岐脂肪酸又はその塩を含有させることができる。
【００３５】
【化３】

【００３６】
〔式中、Ｒ7はメチル基又はエチル基を示し、ｐは３～36の整数を示す。〕
【００３７】
　成分(G)の分岐脂肪酸は、例えば、LIPIDS, vol.23, No.9, 878～881(1988)の記載に従
い、毛髪等から分離、抽出することもできるが、特開平4-173719号公報、WO98/30532に従
って合成することもできる。成分(G)の分岐脂肪酸は、総炭素数が７～40、更には８～30
、特に10～22であるものが好ましく、具体的には、18-メチルエイコサン酸、14-メチルペ
ンタデカン酸、14-メチルヘキサデカン酸、15-メチルヘキサデカン酸、15-メチルヘプタ
デカン酸、16-メチルヘプタデカン酸、16-メチルオクタデカン酸、17-メチルオクタデカ
ン酸、17-メチルノナデカン酸が挙げられる。また、この分岐脂肪酸の塩としては、ナト
リウム塩、リチウム塩、カリウム塩等のアルカリ金属塩；カルシウム塩、マグネシウム塩
等のアルカリ土類金属塩；アンモニウム塩；トリエタノールアミン塩、ジエタノールアミ
ン塩、モノエタノールアミン塩等の有機アミン塩；リジン塩、アルギニン塩等の塩基性ア
ミノ酸塩が挙げられる。
【００３８】
　抽出品としては、ラノリンからの抽出物、すなわちラノリン脂肪酸及びその塩が挙げら
れる。ラノリン脂肪酸は、イソ脂肪酸、アンテイソ脂肪酸と呼ばれるメチル分岐長鎖脂肪
酸を50質量％程度含有する。具体的には、クロダシッド18-MEA〔クローダジャパン社〕、
スクライロ〔クローダジャパン社〕、FA-NH〔日本精化社〕が挙げられる。
【００３９】
　成分(G)の分岐脂肪酸又はその塩は、２種以上を併用してもよい。また、合成品と抽出
品を混合して使用してもよい。その含有量は、毛髪の損傷を回復又は抑制させる効果の観
点から、本発明の毛髪化粧料中の0.01～10質量％が好ましく、更には0.05～５質量％が好
ましい。
【００４０】
　更に、本発明の毛髪化粧料には、多価アルコールを含有させることができる。多価アル
コールは、成分(F)の可溶化、安定分散に寄与し、また、成分(F)と相乗的に働き、ツヤや
毛髪の改質効果の向上を促進する。多価アルコールとしては、エチレングリコール、グリ
セリン、ソルビトール、プロピレングリコール、1,3-ブチレングリコール、ジプロピレン
グリコールなどが挙げられ、特にグリセリン、1,3-ブチレングリコール、ジプロピレング
リコールが好ましい。多価アルコールは、単独で又は２種以上を組み合わせて使用でき、
またその含有量は、本発明の毛髪化粧料中の0.1～10重量％、特に0.5～５重量％が好まし
い。
【００４１】
　本発明の毛髪化粧料には、コンディショニング効果の更なる向上のため、シリコーン類
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及び成分(E)、成分(G)以外の油剤から選ばれるコンディショニング成分を含有させること
ができる。シリコーン類としては、ジメチルポリシロキサン、ポリエーテル変性シリコー
ン、アミノ変性シリコーン、カルボキシ変性シリコーン、メチルフェニルポリシロキサン
、脂肪酸変性シリコーン、アルコール変性シリコーン、脂肪族アルコール変性シリコーン
、エポキシ変性シリコーン、フッ素変性シリコーン、環状シリコーン、アルキル変性シリ
コーン等が挙げられる。なかでも、ジメチルポリシロキサン、ポリエーテル変性シリコー
ン、アミノ変性シリコーンが好ましい。ジメチルポリシロキサンは、毛髪に良好な潤滑性
を付与することができ、ポリエーテル変性シリコーンは、毛髪に滑らかさを付与すること
ができ、アミノ変性シリコーンは、毛髪にしっとり感を付与することができる。本発明に
おいては、求める性能に応じて、各種のシリコーン類を単独で又は２種以上を使用するこ
とができる。ジメチルポリシロキサンとしては、求める感触に応じて５mm2/s程度の粘度
のものから、エマルションとして供給される場合が多い1000万mm2/s程度の粘度のものま
で使用できるが、5000～1000万mm2/s、特に５万～1000万mm2/sのものが好ましい。ポリエ
ーテル変性シリコーンは、ポリオキシエチレン・メチルポリシロキサン共重合体、ポリ（
オキシエチレン・オキシプロピレン）メチルポリシロキサン共重合体の総称であり、種々
のHLBを有するものが知られているが、市販品としては、信越化学工業社のシリコーンKF3
51A、同KF353A、同KF6008、同KF6016、同KF6011、同KF6012、東レ・ダウコーニング社のS
H3771C、同3773C、同3775C等が挙げられる。アミノ変性シリコーンとしては、アモジメチ
コーンオイル又はそのエマルションが好ましく、市販品としては、東レ・ダウコーニング
社のアモジメチコーンエマルションSM8704Cや、モメンティブ・パフォーマンス・マテリ
アルズ・シャパン社のKT-1989、XF42-B1989等が挙げられる。
【００４２】
　シリコーン類の含有量は、指通り性や、べたつき感のなさの点から、本発明の毛髪化粧
料中の0.05～20質量％が好ましく、更には0.1～10質量％、特に0.3～５質量％が好ましい
。
【００４３】
　油剤は、乾燥後の毛髪まとまり感向上のために使用される。油剤としては、スクワレン
、スクワラン、流動イソパラフィン、軽質流動イソパラフィン、重質流動イソパラフィン
、α-オレフィンオリゴマー、流動パラフィン、シクロパラフィン等の炭化水素類；ヒマ
シ油、カカオ油、ミンク油、アボカド油、オリーブ油等のグリセリド類；鯨ロウ、ラノリ
ン、マイクロクリスタリンワックス、セレシンワックス、カルナウバロウ等のロウ類；ミ
リスチン酸オクチルドデシル、ラウリン酸ヘキシル、乳酸セチル、モノステアリン酸プロ
ピレングリコール、オレイン酸オレイル、2-エチルヘキサン酸ヘキサデシル、イソノナン
酸イソノニル、イソノナン酸トリデシル等のエステル類；カプリン酸、ラウリン酸、ミリ
スチン酸、パルミチン酸、ステアリン酸、ベヘニン酸、オレイン酸、ヤシ油脂肪酸、イソ
ステアリン酸、イソパルミチン酸等の高級脂肪酸類；その他イソステアリルグリセリルエ
ーテル、ポリオキシプロピレンブチルエーテルなどが挙げられる。これらの中で、スクワ
レン、スクワラン、流動イソパラフィン、軽質流動イソパラフィン、重質流動イソパラフ
ィン、α-オレフィンオリゴマー等の分岐炭化水素類が特に好ましい。
【００４４】
　油剤の含有量は、まとまりの良さや、べたつき感の無さの点から、本発明の毛髪化粧料
中の0.05～20質量％が好ましく、更には0.1～10質量％、特に0.5～５質量％が好ましい。
【００４５】
　本発明の毛髪化粧料には、更に、毛髪化粧料に一般に使用されるその他の成分を、目的
に応じて配合することができる。例えば、カチオン化セルロース、ヒドロキシ化セルロー
ス、高重合ポリエチレンオキサイド等の高分子化合物；ポリオキシエチレンアルキルエー
テル、ポリオキシエチレンソルビタン脂肪酸エステル、グリセリン脂肪酸エステル類、ポ
リグリセリン脂肪酸エステル類、ポリオキシエチレン硬化ヒマシ油類、ショ糖脂肪酸エス
テル類、ポリグリセリンアルキルエーテル類、脂肪酸アルカノールアミド、アルキルグリ
コシド類等の非イオン界面活性剤；ジンクピリチオン、塩化ベンザルコニウム等の抗フケ



(9) JP 2009-126850 A 2009.6.11

10

20

30

40

50

剤；ビタミン剤；殺菌剤；抗炎症剤；防腐剤；キレート剤；パンテノール等の保湿剤；染
料、顔料等の着色剤；ユーカリの極性溶媒抽出物、真珠層を有する貝殻又は真珠から得ら
れる蛋白質又はその加水分解物、シルクから得られる蛋白質又はその加水分解物、マメ科
植物の種子から得られる蛋白含有抽出物、オタネニンジン抽出物、米胚芽抽出物、ヒバマ
タ抽出物、ツバキ抽出物、アロエ抽出物、月桃葉抽出物、クロレラ抽出物等のエキス類；
酸化チタン等のパール粉体；香料；色素；紫外線吸収剤；酸化防止剤；その他エンサイク
ロペディア・オブ・シャンプー・イングリーディエンツ〔ENCYCLOPEDIA OF SHAMPOO INGR
EDIENTS (MICELLE PRESS)〕に記載されている成分等が挙げられる
【００４６】
　本発明の毛髪化粧料は、水で20質量倍に希釈した際のpH（25℃）が3.0～5.0であること
が好ましい。この範囲であると、ヘアカラーなどの傷みを回復させる機能を有し、湿潤時
から乾燥後まで良好な柔軟性及びしなやかな感触を付与できる機能に優れるものである。
pH値は、特に3.2～4.7、更には3.4～4.4となるように調整するのが、傷んだ毛髪の回復効
果の観点から好ましい。pHの調整には、無機酸、有機酸等の酸性物質、更に塩基性物質と
して水酸化ナトリウム等も併用できる。有機酸は、成分(C)、(D)、(G)として挙げたもの
が含まれる。
【００４７】
　本発明の毛髪化粧料の形態は、液状、ゲル状、ペースト状、クリーム状、ワックス状等
、適宜選択できるが、溶剤として、水又は低級のアルコール、特に水を用いた液状のもの
が好ましい。
【００４８】
　本発明の毛髪化粧料は、ヘアコンディショニング剤、ヘアスタイリング剤等として用い
るのが好ましい。剤型としては、ポンプスプレー、エアゾールスプレー、ポンプフォーム
、エアゾールフォーム、ジェル、ローション等が挙げられる。
【００４９】
　本発明の毛髪化粧料は、毛髪に適用後、洗い流さずに放置することにより毛髪改質効果
を得ることができる。ここで、「洗い流さずに放置」とは毛髪に適用してから次の洗髪時
まで、少なくとも３時間以上、好ましくは６時間以上毛髪上に塗布したままとしておくこ
とをいう。
【００５０】
　また、日常生活において、本発明の毛髪化粧料による処理を少なくとも２日に１度の割
合で、少なくとも２回、好ましくは３回繰り返すことで、毛髪自体のまとまり性、指通り
性をより向上させることができる。
【実施例】
【００５１】
実施例１～８，比較例１～12
　表２及び表３に示す毛髪化粧料を常法に従い調製し、以下の方法及び基準に従って評価
を行った。
【００５２】
「ウェット毛塗布時の伸びなじみ」、「ウェット塗布時の指通りの良さ」、「ドライ毛塗
布時伸びなじみ」、「ドライ毛塗布時指通りの良さ」、「３回連用後ドライ指通りの良さ
」及び「３回連用後まとまり改善」の評価方法
【００５３】
　１）評価毛束（全評価共通）
　パーマ、ヘアカラー等の化学処理を行っていない日本人女性の毛髪を用いて、長さ15cm
、幅３cm、重さ３ｇの毛束を作り、ブリーチ処理（花王社製，プリティア　ふんわり泡ブ
リーチ　ハイブリーチ）を２回行い、評価毛束とする。
【００５４】
　２）毛束の処理
　　2-1)「ウェット毛塗布時の伸びなじみ」、「ウェット塗布時の指通りの良さ」評価用
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　評価毛束をシャンプー（花王社製，キュレルシャンプー）し、タオルドライした後、表
２又は３記載の毛髪化粧料0.3ｇを均一に塗布し、70℃の温風でリングコーム（デルリン
社製，ニューデルリンメタリングコームNo.1　以下同じ）を用いてくし通ししながら５分
間乾燥させた。
【００５５】
　　2-2)「ドライ毛塗布時伸びなじみ」、「ドライ毛塗布時指通りの良さ」評価用
　評価毛束をシャンプー（花王社製，キュレルシャンプー）し、タオルドライした後、70
℃の温風でリングコームを用いてくし通ししながら５分間乾燥させた後、表２又は３記載
の毛髪化粧料0.3ｇを均一に塗布し、10秒間リングコームを通し髪になじませた。
【００５６】
　　2-3)「３回連用後ドライ指通りの良さ」、「３回連用後まとまり改善」評価用
　評価毛束をシャンプー（花王社製，キュレルシャンプー）し、タオルドライした後、表
２又は３記載の毛髪化粧料0.3ｇを均一に塗布し、70℃の温風でリングコームを用いてく
し通ししながら５分間乾燥させた。この処理を計３回繰り返した。
【００５７】
　３）評価基準
　評価は専門パネラー５名により、各自１～５点の持ち点で表１に示す評価基準表に従っ
て官能評価を行い、５名の合計点が、20～25点：◎、15～19点：○、10～14点：△、５～
９点：×とした。
【００５８】
【表１】

【００５９】
「保存安定性（50℃，１ヵ月）」の評価方法
　表２又は３記載の毛髪化粧料を50℃にて１ヶ月静置保存し、その後の外観を観察し、
◎：分離していない、△：わずかに分離している、×：分離していると評価した。
【００６０】
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【表２】

【００６１】
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【表３】
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